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(2) 2種類の精巣腫癌(胎児性癖)細胞株(NEC8、 NEC14) 、 2種類の腎細胞癌細胞株
(CAKIl、 VMRC-RCW)からも同様にDNAを抽出した。
〔3) LINEl配列のメチル化についてTA cloning酷を用いたBisulfite Genomic Sequencing
(BGS)およびCombined Bisul凱e Restriction Analysis (COBRA)にて解析した。
(4)同様にE-cadherin、 XIST遺伝子上流のAlu配列のメチル化についてTA cloning法を



























































(学位論文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 600字以内で作成のこと。 )
エビジェネティクスは、個体の罪生・分化のみならず癌化においても重要な働きをしている
と考えられている。本研究では、ゲノム領域の大半を占める散在性反復配列におけるメチル化
プロフィールについて、セミノーマ、非セミノーマ、腫癌周辺組織、体細胞由来癌とで比較検
討するとともに、胎児性癖由来細胞株で胎生期特異的メチルトランスフェラーゼであるDNMT3L
の発現抑制実験を行った。その結果、
1)セミノーマでは、 LINEl配列でもAlu配列でも高度の脱メチル化が見られ、ゲノム全般の
脱メチル化維持機構の存在が考えられた。
2)非セミノーマでは、 L工NEl配列は脱メチル化が認められたが、 Alu配列は高度にメチル化
されており、配列依存的な脱メチル化が生じていた。
3)腰痛周囲精巣では、 LINEl配列、 Alu配列ともに脱メチル化クローンの増加が認められた。
4)体細胞癌では部分的な脱メチル化が認められた。
5 )胎児性癖由来細胞株でのDNMT3Lの発現抑制は、散在性反復配列のメチル化に影響を与え
なかった。
以上の結果は、精巣腫痕は散在性反復配列においても体細胞由来の癌とは異なる特異的なメ
チル化樹立・維持機構を有することを示している。
本論文は、精巣腫細胞腫癌のエビジェネティクスについて新しい知見を与えたものであり、
最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に値す
るものと認められた。
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